
が
米
政
府
を
提
訴
す
る
方
針
を
示
し
た
こ
と
を
例
に

挙
げ
て
、
政
府
が
環
境
保
護
規
制
を
設
け
て
も
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
も
と
で
は
企
業
が
起
こ
す
訴
訟
で
覆
さ
れ
る
危

険
が
あ
る
、
と
警
告
す
る
。

　

安
倍
政
権
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
承
認（
批
准
）案
と
関
連
法

案
に
つ
い
て
、
秋
の
臨
時
国
会
で
の
承
認
を
目
指
す

考
え
だ
。
選
挙
前
の
国
会
審
議
で
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定

が
、「
国
民
に
十
分
な
情
報
提
供
」
を
求
め
た
２
０
１

３
年
の
「
国
会
決
議
」
に
違
反
す
る
の
は
明
白
だ
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
も
と
も
と
、
秘
密
交
渉
で
進
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
日
本
経
済
と
国
民
生
活
に
ど
ん
な
影

響
を
も
た
ら
す
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
審

議
の
前
提
そ
の
も
の
を
欠
く
法
案
と
言
え
る
。

　

農
林
水
産
業
、
食
の
安
全
、
医
療
、
雇
用
、
保
険

・
共
済
、
政
府
調
達
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
日
本

の
経
済
主
権
を
米
国
を
中
心
と
す
る
多
国
籍
企
業
に

売
り
渡
す
、
亡
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
は
撤
回
す
べ
き

だ
。

 

（
終
わ
り
）

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
、
環
境
保
護
は
「
努
力
目
標
」
で
あ

り
、
具
体
的
な
罰
則
や
企
業
へ
の
責
任
追
及
の
規
定

が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
一
方
で
、
企
業
や
投
資
家
が
損

害
を
受
け
た
と
し
て
、
相
手
国
を
訴
え
る
仕
組
み
の

「
投
資
家
対
国
家
紛
争
解
決
（
Ｉ
Ｓ
Ｄ
） 
条
項
」
を

持
つ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
環
境
破
壊
に
関
わ
る
争
い
で
企
業

に
有
利
に
働
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

米
国
や
豪
州
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
実
効
性
の
あ
る
規
定

を
設
け
る
べ
き
だ
と
指
摘
す
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
ワ
シ

ン
ト
ン
条
約
に
関
す
る
規
定
し
か
な
く
、
違
法
に
伐

採
さ
れ
た
木
材
や
捕
獲
さ
れ
た
野
生
生
物
等
の
貿
易

も
禁
じ
て
い
な
い
。「
気
候
変
動
」
と
い
う
文
言
さ

え
な
く
、
低
炭
素
型
経
済
へ
の
努
力
は
企
業
ま
か
せ

だ
。

　

米
国
の
環
境
団
体
な
ど
４
５
０
を
超
え
る
団
体
は

６
月
、
米
国
の
全
連
邦
議
員
に
宛
て
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

承
認
に
反
対
す
る
よ
う
求
め
る
連
名
書
簡
を
送
付
。

オ
バ
マ
米
政
権
が
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
計
画
を
却
下

し
た
こ
と
で
損
害
を
被
っ
た
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
企
業

罰則や責任追及規定なし

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
罠
6　

環
境
破
壊
も
企
業
利
益
優
先


